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“APOE and ABCA7 in lipid metabolism  

and Alzheimer’s disease” 
日時：2023年 3月 14日（火）15時 30分 
場所：東京大学薬学系総合研究棟 講堂 
 
 Mayo Clinic Jacksonville の兼清貴久博士はアルツハイマー病発症の
遺伝的危険因子である APOE やその関連タンパク質 LRP1、ABCA7 の
生理的・病的機能に関する研究で大きな成果を挙げられております。近年
では iPS 細胞を用いた先駆的研究も進められており、アルツハイマー病
基礎研究の世界的リーダーです。 
皆様のご来聴をお待ちしております。 
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